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　　主　　題（2008 ／ 2009）

国 際 会 長　　「希望の灯となろう」　分かち合いは微笑をもって　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「希望の灯となろう」　より良き奉仕のために共に働こう

西 日 本 区 理 事　　「思いやりを持ってワイズライフを !」

中 部 部 長　　「楽しくワイズ、スクラム組んで」

名 古 屋 会 長　　「輝く実績と歴史の『継承』」　全員参加型クラブを目指して！

2008 〜 2009　5　月　号　　(No747)

在 籍 29 名

第 1 例 会 23 名

　　メネット 7 名

第 2 例 会 9 名

　　メネット 0 名

ゲスト・ビジター 4 名

メーキャップ 0 名

出 席 率 79.3%

メ ネ ッ ト 会 8 名

4 月クラブ出席 B　　　F

切手  0pt

現金 0pt

小計  0pt

切手   4150pt

現金 12000pt

累計 16150pt

4　

月

累
計(

７
〜
4
月)

青　木 　

飯　田 ○

伊左治 ○

岩　田 ○

尾　関 ◯ 

小　尾　◎

加藤明 ○

加藤晃 　 

川　口 ○

川　本 ◎

木　本 ○

久保田 ◎

黒　川 　

小　谷 ○

五　島 ◎

坂　上 ◎

塩　田 ○

鈴　木 功

相　馬 ◎

高　森 ○

谷　川 ◎

寺　田 

長　井 ○

成　瀬 広

西　村 ◎

平　野 ◎

深　谷 ○

水　谷 ○

渡　辺 ○

4　月　　個　人　出　席

第 一 例 会（4/14）
　　　メネット　伊左治　尾関　加藤（朱）　木本　長井　西村
 深谷
　　　ゲスト　小澤（プラザ）

第 二 例 会（4/21）
　　　ゲスト　キリスト教社会館STAFF　3名

第　2　例　会

5 月 例 会 プ ロ グ ラ ム

と　き:2009 年 5月 19日 ( 火 )7:00p.m. ～ 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：6月第 1例会について　
　　　　　　  　　　　　　その他

　来月はや第１２回西日本区大会。ホストの熊本ジェーンズクラ
ブ佐藤典子区理事・亀浦正行大会実行委員長方はるばる中部部会
参加、華やかで印象深いアピール、この一年の大役を含め、感謝
に絶えません。両氏方との出会いは２００４年インド国際大会晩
餐会・タジマハール観光。近頃の頃別れは「熊本で会いましょう」
でした。以前発着時刻が合わず諦めた熊本行きは、再検討後も断
念せざるを得ません。
　‘９４年第一回副区大会は熊本であり、エクスカーションで主
人康人と案内された名所を娘と再訪したのは２年前。水前寺成趣
園でのお抹茶、熊本城で言葉交わした韓国の生徒達、すすんで
撮って下さった旧細川刑部邸員、案内説明ＹＭＣＡ主事方、帽子
を拾い送って下さった動植物園職員方、街で出会った方々まで皆
ご親切。殊に黒田弘太郎ジェーンズ邸館長。二人に歴史等数十分
ご説明後「国語か社会の先生では？」の問い掛けからその年丁度
先生作曲『四百年熊本城』楽譜とＣＤを頂くことになり、ご執筆
中の『ジェーンズ邸便り』全４１号をも順次送信頂いて多くを学
び、また東京Ｙ創設の小崎弘道先生御孫弘雄牧師へ郵送でき、心
から感謝でした。
　懐かしいＹ'ｓの方々による感動の素晴らしい『ワイズ読本』。
そしてロースターで自身の参加を省みれば、熱海、京都、ミネア
ポリス、シンガポール、コーチンでの国際大会。神戸、十勝、ソ
ウルでのアジア地域大会。仙台に始まり奈良まで２１回の区大会。
中田武氏に導かれ、鳥居一良氏のもと共に学び、家族を引き連れ
４２年間ワイズ生活を楽しんだ主人、「天国でもＹ'ｓと共に居る」
と、微笑む幸せはまさに主と内外の皆様のお蔭です。真に有難う
ございます。
　川本龍資会長初め参加の皆様の上に主の祝福と見守りが豊かに
有りますように・・・　行ってらっしゃいませ。

「熊本西日本区大会を前にして」
相　馬　靜　香

会　　長　川本　龍資
副 会 長　水谷　治　　深谷　聡
ブリテン　久保田　小谷　伊左治

書 　 記　平野　実郎
　　　　　五島　八郎
会　　計　川口　　恵

ランの館　＆　矢場とんツアー

と　き：2009年5月12日㈫　6:00p.m.～

ところ：らんの館入口集合　6：00p.m.～6：50p.m.

　　　　矢場とん5FVIPルーム　7：00p.m.～8：30p.m.

 司　会　　渡辺　慎吾君

開会宣言 会　長　川本　龍資君

ワイズソング

聖書朗読・祈祷 　　　塩田　　保君

食事　感謝祈祷 　　　　〃　　

諸 報 告

ハッピーバースディ

ドライバースピーチ 飯田　和也君

讃美歌　240

閉会宣言  会長　長川本　龍資君
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と　き：2009 年 4月 14日 ( 火 ) 6：30pm～ 8：30pm

ところ : 名古屋 YMCA

　今月の例会はメネットナイトで中部メネット主査加藤朱美

さん司会、長井衣世メネット会長の点鐘で始まりました。は

じめにメネットさんの手で準備された心のこもった沢山の食

事を美味しくいただきメン達は大満足でした。限られたスペ

ースと少ないメネットさん方々の準備は大変な事だったと思

われます、本当に感謝です。

　続いて今日のメインはアコーディオン演奏、川本会長、加

藤明宏君の同級生でもありました東海中学教諭の尾上照三氏

の演奏です。私は幸運にも照三氏のお父様隆治氏の演奏も同

じ名古屋ワイズの例会で拝聴させていただいていました。ご

子息である照三氏の演奏も素晴らしいものでした。初めに世

界各地の曲を力強く演奏され、それぞれの曲の流れの中にい

るうちにその地にいるような感じさえさせてくれました。そ

してこだわりの服部良一作曲のオンパレード、すべて私達の

心に懐かしく深く沁みわたる曲ばかり、最後に私達が良く知

っている (?) 昭和の初期から昭和 20年代の曲の演奏で、観

賞というより伴奏をしていただき心地よく気持よく歌わせて

もらい終了しました。続いて総主事より名古屋YMCA2009

年度方針と計画、スタッフ体制の説明と川本会長より諸報告

の中で特に今年度、西日本区で奈良伝賞を岩田鑛一メンが受

賞されることになったと喜ばしい報告がありました。

(小尾雅彦 )

と　き：2009 年 4月 21日（火） 7：00pm～ 8：20pm

ところ：名古屋ＹＭＣＡ

1.4 月第一例会報告

　 ①メネットナイト

　　 毎年恒例のメネットナイトがメネットさんにより企画運

営された。

　　 ゲストスピーカー「尾上照三氏」をお迎えし、「手風琴

の調べ」と心のこもった「美味しい料理」で心豊かにな

るひと時を与えられ感謝！　メネットに皆様お疲れ様で

した。

　②名古屋YMCA2009 年度基本方針

　　 加藤総主事より名古屋 Yの方針の発表があった。今年

度は、年間聖句の決定をスタッフが決定した。（西村名

誉理事レクチャーの基）

　　年間聖句： 隣人を自分のように愛しなさい（マルコ

12：31）

　　 ボランティア活動におけるワイズの協力は不可欠。今年

度もワイズに対する協力要請がなされた。

　③諸報告

　　○  08-09 奈良傳賞に推薦していた岩田鑛一メンに対し、

候補者資格審査の結果、めでたく受賞が決定した。（6

月西日本区大会にて表彰）感謝！

　　○  2010 年国際大会に向け、「皆で参加！」の機運を高

める方策として「個人積立」を開始。主旨に賛同し

た9名が早速積立を開始した。（専用口座に積金済み：

川本）

　　○ 中部部長谷川メンより、中部評議会とチャリティス

テージが成功裡のうちに終了した旨の報告があった。

ご協力感謝！

2. 審議事項

　①BFデリゲート代表受入に関する件

  　 ナイジェリア・ラゴスクラブのAクララさん、Cアマン

ダさんの 2名がBFデリゲート代表として来日、中部の

5月第一例会は特別例会です。

特別例会「ランの館＆矢場とんツアー」

　ランの館を見学したのち、矢場とんにて例会と歓談の

ときをもちます。

 

PM6:00：ランの館入口集合

PM7:00 から矢場とんにて会食。

なお、会費は

　「いっぱい飲む人」3,000 円

　「すこーし飲む人」2,500 円

　「全く飲まない人」2,000 円

　　　（上記会費にはランの館入場料が含まれます）

■■■  第2例 会レポート ■■■

■■■  第1例 会レポート ■■■
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「隣人を自分のように愛しなさい。」

マルコによる福音書１２：３１

西　村　　清
　

　さわやかな季節になりました。５月には名古屋ＹＭＣＡの

定期会員総会が開かれます。今年の名古屋ＹＭＣＡの年間聖

句が冒頭の聖書の箇所です。

　この聖句は３０節からの続きで、最も大切な主イエスの教

えとして「心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くし、力を

つくして、あなたの神である主を愛しなさい。」とあり、こ

れと同様に、第二の戒めとして冒頭の聖書の箇所が記されて

います。

　教会によっては、信仰告白として十戒を礼拝で唱える教会

もあります。つまり旧約聖書で最も大切な、そして信仰者と

していつも心に覚えていなければならない神のことばです。

そしてマルコによる福音書１２章３０～３１のことばはこの

十戒に代えて唱えてもよいほどに、旧約聖書、新約聖書を通

して、最も大切な、中心的な聖書の箇所でもあります。聖書

には実にたくさんな大切なことばがありますが、それらを全

部忘れてもこの聖句さえ覚えていればよいとさえ言われるほ

どに大切なことばです。

　さて、この聖書はどういう意味をもっているのでしょう

か。主なる神さまを全身全霊で愛することが求められていま

すが、それと同様に隣人を愛すること、という意味になりま

す。つまり目に見えない神を愛するとは、すなわち隣人を愛

することになるというのです。

　マザー・テレサはインドのカルカッタで、「死を待つ人の

家」をつくり、路上で行き倒れの人をその施設に収容し、手

厚く看病して、その人の最後を看取ったのです。彼女はそれ

を社会福祉とは言わず、またこのように誰からも必要とされ

ず、何の希望もなく、道端で行き倒れて死んでいくような人

に最後の手をさしのべ、手厚く見送る、そのような行為を「主

イエスに仕えている」と語るのです。

　しかし私たちはしばしば自分と同じように他の人を愛する

ことなどできない、他の人を愛するためには自分を愛するこ

とをやめなければならない、自分を捨てなければならない、

そしてむしろ自分を殺さなければならない、つまり自己犠牲

の愛が一番、と考えてしまいます。

　しかしここである神学者は「他者を愛さない人間は自分を

も軽んじる者である」いうのです。味わい深い言葉ではない

でしょうか。

『ワイズメンの賢い話』(No160）

『十戒（第八戒）』

「十戒の第八戒は“盗んではならない”だよ」。「そんな
戒めは当たり前だよね。他人が持っているものを自分の
ものにする盗みなんて、悪いことの最も基本的なことだ
よ」。「そうだね。だけど、今のように経済的に厳しい時
代には、働いてお金を稼ぐことが難しいこともあって、
生きていくために、他人の物を盗む人がふえてきている

ようだね」。「だけど、たとえどんな理由があったとして
も、他人のものを盗むなんていうことは絶対に許せない
よ。だからこそ、人間にとって最も基本的な戒めである
十戒に取り上げられているのだよ」。「だけど、私たちが
注意しなければならないのは、他人の物ならば、盗むと
いうことはしなくても、例えば、人権などのように目に
見えない他人のものを知らずに盗んでしまうことはある
かも知れないね」。「それは誰もが気をつけなければなら
ないことだね」。　　　　　　　　　　　　（寺田仁計）

担当日程は 5月 24 日～ 5月 28 日まで。名古屋クラブ

担当日は 5月 25 日の予定。当日特別例会（食事会）を

開催したい。詳細の日時・場所・会費等については 5月

第一例会にお知らせする。

　②  CS事業　恒例「潮干狩り」の件 6/20（土）

　　 キリスト教社会館の STAFF の皆さんにお越しいただ

き、潮干狩りの打ち合わせを実施。会場は昨年同様「乙

方海岸」。プレハブ 1棟確保済み。小雨決行。

　　 当日の干潮時刻がAM9:47 の為、実際に潮干狩りでき

る時間はAM11:00 まで、よって、集合－潮干狩り－集

い－食事のプログラムで進行する。

　　 例年通り、名古屋クラブの費用負担対象者は「子ども達」

とする。保護者を含めると 200 名超の規模となる。社

会館スタッフ先発隊の現地到着時間は 8：30 頃。ワイ

ズメンは 8：00 に喫茶店ベスパに集合。区大会で作成

した「青のポロシャツ」を着用のこと

3. 5 月第一例会について

　　 特別例会「ランの館＆矢場とんツアー」参加予定数（ラ

ンの館：20名、矢場とん 23名）

　　 PM6:00 にランの館集合→見学→ PM7:00 から矢場と

んにて会食。

4. 6 月第一例会について

　　 年度の締めくくりとして、各事業委員による分科会にて

「1年を振り返り、次年度計画に活かす」時としたい。、

分科会メンバー等詳細は 5月第二例会にて決定とする。
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と　き　　2009 年５月 23日（土）10：30a.m. ～
ところ　　さふらん生活園　　「さふらんまつり」参加

　今年度は、沢山のお買い物をすることで「さふらんまつり」
にご協力させていただきたいと思います。
　ミーティングも持ちたいと思いますので、午前 11時に１
階食堂にお集まりください。

5月メネット例会ごあんない メ ネ ッ ト 例 会 レ ポ ー ト

４月例会メネットナイト in ’09

と　き：2009年4月14日㈫　6:30p.m.～8:30p.m.
ところ：名古屋YMCA

　生憎の雨模様の中、今年もメネットナイトが開催されま
した。
　開会宣言に続くメネットソングは、西村・長井両メネッ
トのウクレレによる名（迷）伴奏付き。皆さんの歌声にミ
スもかき消され、無事プログラムは進んでいきました。　
　今回の食事は、手づくりのサンドウィッチ、炊き込みご
飯にちらし寿司。それにメンバーお手製のサラダ、フルー
ツポンチ、ケーキ、骨付きスモークポーク、それに、五島
メン労作の連鶴が花を添えてとても豊かなテーブルとなり
ました。
　メインプログラムは、尾上照三氏による“アコーディオ
ン演奏の集い”社会科の先生らしく、歴史の解説を交えな
がら、シャンソン、カンツォーネからムード歌謡と素敵な
曲を次々と演奏してくださいました。
後半、演奏してくださった服部良一作曲の超懐かしのメロ
ディに合わせ、みんなで大合唱をしたのですが、自称若手
のわたくしは「わかんなぁい～」と言いつつ、なぜか数曲
歌えてしまう悔しさ。（隣の朱美さんや某若手メンは歌っ
ていない《歌いたくても歌えない》のに！・・・・）
　もっと聴いていたいと思いながらも楽しい時間はあっと
いう間に過ぎてしまいました。尾上さんのお父様は、ＹＭ
ＣＡとはとても関係の深い方とか。これからもチョクチョ
ク素敵な演奏を聴かせていただける間柄になれれば嬉しい
のですが。
　定刻になり無事閉会しましたが、後で丁度その頃大きな
雷鳴が轟いたときいてびっくり。私たちは、それに気づか
ない程、豊かな時間を過ごしていたのですね。まさに会の
素晴しさを象徴していたと思います〔自画自賛〕

（長井　衣世）

お知らせ

　以前名古屋ワイズメンズクラブのメンバーで、会長も努
められた尾碕幸夫氏の奥様である昭子さんが、癌のために
４月５日（火）に６６歳で天に召されました。４月６日（水）
に前夜式を７日（木）に告別式を名古屋新生教会において
寺田仁計牧師の司式で行われました。親族中心で式を行い
たいという尾碕幸夫氏のご意向により皆さまにはお知らせ
しませんでしたのでご了承ください。

5月 
   5 日 　尾関　　明・静枝夫妻
 18 日　小谷　治郎・充子夫妻
 27 日　青木栄一・美知子夫妻

メ　ン　　
5月 4 日 高森　敬久君
 7 日 谷川　　修君
 9 日 鈴木　武二君
 10 日 小谷　治郎君

メネット　　
5月 24 日 西村　牧子さん

今月からの讃美歌 240番

　曲の前半がドイツのオルガン奏者 Y.H. クネヒト、後半

がイギリスの司祭 E. ハズバンドによると言う、少し異色

の曲です。

　作詞者のW. ハウは、ある説教を聞いた人の詩に感動し、

さらにH. ハントの名画「世の光」に影響を受けたとされ

ています。

「私たちがいかに頑なに心の扉を閉ざし、拒んでていても、

イエスはいつもそっと、前でたたずみ続けて下さる。」

　そんな意味の讃美歌です。

（長井　潤）


